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中間レビュー調査結果要約表中間レビュー調査結果要約表中間レビュー調査結果要約表中間レビュー調査結果要約表 

１．１．１．１．案件の概要案件の概要案件の概要案件の概要 

国名国名国名国名： 

パラオ共和国 

案件名案件名案件名案件名： 

サンゴ礁島嶼系における気候変動による危機とその対策 

プロジェクト 

分野分野分野分野：自然環境保全－生物多様性保全 援助形態援助形態援助形態援助形態：技術協力プロジェクト（科学技術協力） 

所轄部署所轄部署所轄部署所轄部署： 

地球環境部 森林・自然環境グループ 

自然環境第一チーム 

協力金額協力金額協力金額協力金額：約 3.4 億円 

国際協力機構（JICA）負担分のみであり、科学技術振興機構

（JST）負担分は含まない。 

先方関先方関先方関先方関係機関係機関係機関係機関： 

パラオ国際サンゴ礁センター（PICRC）、パラオ・コミュニ

ティカレッジ（PCC） 

協力期間協力期間協力期間協力期間： 

（R/D: 2013 年 2 月 14 日） 

2013 年 4 月～2018 年 3 月（5 年間） 

日本側協力機関日本側協力機関日本側協力機関日本側協力機関：国立大学法人琉球大学 

他の関連協力他の関連協力他の関連協力他の関連協力： 

【国際協力機構：JICA】 

� 無償資金協力プロジェクトによる PICRC の建設（2000 年） 

� 技術協力プロジェクト「国際サンゴ礁センター強化プロジェクト」（2002-2006 年） 

� 技術協力プロジェクト「サンゴ礁モニタリングセンター強化プロジェクト」（2009-2012 年） 

１－１１－１１－１１－１    協力協力協力協力の背景と概要の背景と概要の背景と概要の背景と概要 

サンゴ礁は海洋総面積の1％未満にもかかわらず、9万3,000種以上の生物が生息しており、生物多様

性が極めて高い海域である

1
。パラオ共和国（以下、「パラオ」と記す）は地球上で最も多くの造礁サン

ゴ種が生息する「コーラル・トライアングル」の一角に位置しており、同国のサンゴ礁生態系保全の

重要性は国際的に認識されている。パラオ政府は自然環境を利用した観光開発を経済的発展の主軸と

して位置づけており、サンゴ礁生態系の保全は重要な課題となっている。しかし、近年では土地開発・

観光利用の増加、気候変動の影響によるサンゴ礁生態系の損失が懸念されている。パラオの持続的な

社会経済開発の実現には、サンゴ礁島嶼生態系の維持管理に係る総合対策を立案・実践する必要があ

る。 

こうした背景から、パラオ政府はわが国に対し、琉球大学とPICRC（パラオ国際サンゴ礁センター）

を実施機関とする科学研究の協働推進及び人材育成を通じ、サンゴ礁島嶼生態系の維持管理に向けた

総合政策オプションを提言することを目的として、本プロジェクトを地球規模課題対応国際科学技術

協力（SATREPS）案件として要請し、承認された。本技術協力プロジェクトは2013年4月から開始され、

2018年3月までの5年間の予定で実施されている。 

１－２１－２１－２１－２    協力内容協力内容協力内容協力内容 

本プロジェクトはパラオにおいて、PICRCを対象に持続的社会経済開発の実現に向けて、サンゴ礁

島嶼生態系の維持管理に係る総合対策に係る計画策定能力及び実施能力の向上に寄与するものであ

る。 

 

(1) 上位目標：本プロジェクトの成果が、パラオにおけるサンゴ礁島嶼生態系の維持管理に係る政策の

立案・実施に活用される。 

(2) プロジェクト目標：パラオにおけるサンゴ礁島嶼生態系についての研究能力及び持続的な維持管理

能力が強化される。 

(3) 成果 

1) サンゴ礁島嶼域生態系・海洋環境に関する継続的なモニタリングに必要な科学的データシス

テムが整理される。 

2) 自然科学的・社会科学的な分析及び評価を通じ、気候変動影響下におけるサンゴ礁島嶼生態

系の持続的な維持管理に資する知見・課題が抽出される。 

3) サンゴ礁島嶼生態系の保全及び生物多様性と生態系サービスに対する住民の理解が広がる。 

                                            
1 http://www.jfa.maff.go.jp/j/gyoko_gyozyo/g_hourei/pdf/sub7932b.pdf 
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4) サンゴ礁島嶼生態系の保全に必要な専門的技術・知見が共有され、人材が育成される。 

5) サンゴ礁島嶼生態系の保全に資する政策提言が行われる。 

 

(4) 投入（中間レビュー調査時点） 

日本側：総投入額 約 3.4 億円 

専門家派遣：短期専門家 12 名、長期専門家 1 名 

現地経費総額：0.2 億円 

 

パラオ側： 

カウンターパート（C/P）配置：20 名     

施設提供：PICRC 部内にプロジェクトチーム用執務室及び研究室 

モーターボート利用費：126,140 米ドル 

一般経費：195,427 米ドル 

（総額 321,567 米ドル） 

 

２．２．２．２．評価調査団の概要評価調査団の概要評価調査団の概要評価調査団の概要 

調査者調査者調査者調査者 ＜日本側＞ 

総括 神内 圭 JICA 地球環境部 森林・自然環境グループ 

自然環境第一チーム 課長 

協力企画 小峰 雪代 JICA 社会基盤・平和構築部 

国際科学技術協力室 調査役 

SATREPS

計画・評価 

安岡 義文 JST 国際科学技術部 研究主幹 

東京大学名誉教授 

SATREPS

計画・評価 

髙木 麻里 JST 国際科学技術部 調査員 

評価分析 望月 昭宏 株式会社アイコンズ 

 

＜パラオ共和国側＞ 

King Sam 保護区ネットワーク（PAN） 

Program Manager 

Steven Victor ネイチャーコンサーバンシー（TNC） 

Deputy Director 

Roxanne Blesam 環境品質保全委員会（EQPB） 

Executive Officer  
調査期間調査期間調査期間調査期間：2015 年 10 月 7 日〜2015 年 10 月 23 日 評価種類評価種類評価種類評価種類：中間レビュー調査 

３．３．３．３．評価結果の概要評価結果の概要評価結果の概要評価結果の概要 

３－１３－１３－１３－１    実績の確認（成果の達成状況及びプロジェクト目標達成の見込み）実績の確認（成果の達成状況及びプロジェクト目標達成の見込み）実績の確認（成果の達成状況及びプロジェクト目標達成の見込み）実績の確認（成果の達成状況及びプロジェクト目標達成の見込み） 

(1) 投入・活動実績投入・活動実績投入・活動実績投入・活動実績 

本プロジェクトは一部遅延を伴う活動も見受けられるものの、おおむね活動計画に沿って実施され

ている。促進要因として PICRC 側の強いオーナーシップとコミットメントが発揮され、プロジェク

トとの連携が円滑に行われている。他方、阻害要因として社会実装に向けた、自然科学部門と社会科

学部門の統合プロセスが確立していない。 

 

(2) 成果の達成状況成果の達成状況成果の達成状況成果の達成状況 

成果１：サンゴ礁島嶼域生態系・成果１：サンゴ礁島嶼域生態系・成果１：サンゴ礁島嶼域生態系・成果１：サンゴ礁島嶼域生態系・海洋環境に関する継続的なモニタリングに必要な科学的データシ海洋環境に関する継続的なモニタリングに必要な科学的データシ海洋環境に関する継続的なモニタリングに必要な科学的データシ海洋環境に関する継続的なモニタリングに必要な科学的データシ

ステムが整理される。ステムが整理される。ステムが整理される。ステムが整理される。 

成果 1 の達成度は「やや高い」と判断される。 

指標 1-a（各海域の総合情報データベースの運用・公開及び関係機関の政策反映）は部分的に達成

された。なお、データベースの公開に関しては論文発表後になる。 

指標 1-b（生物種リスト基本データ管理システムの開発・公開）は達成していない。生物種リスト

は完成したが、研究者と PICRC との合意がなされておらず一般公開には至ってない。 

指標 1-c（PICRC への環境ストレス実験装置の設置）は達成した。 



iii 

指標 1-d（サンゴ礁生物モニタリング・プロトコルのパラオ国内で配布・活用）はほぼ達成してい

る。サンゴ礁生態系モニタリング・プロトコルは完成した。調査区と測線調査法についてのマニュア

ル及び画像データ処理に関するマニュアルが作成中である。 

指標 1-e に関して、遺伝子データベースは完成したが、公開は関連内容の論文発表後になる。 

 

成果成果成果成果2：：：：自然科学的・社会科学的な分析自然科学的・社会科学的な分析自然科学的・社会科学的な分析自然科学的・社会科学的な分析及び及び及び及び評価を通じ、気候変動影響下におけるサンゴ礁島嶼生評価を通じ、気候変動影響下におけるサンゴ礁島嶼生評価を通じ、気候変動影響下におけるサンゴ礁島嶼生評価を通じ、気候変動影響下におけるサンゴ礁島嶼生

態系の持続的な維持管理に資する知見・課題が抽出される。態系の持続的な維持管理に資する知見・課題が抽出される。態系の持続的な維持管理に資する知見・課題が抽出される。態系の持続的な維持管理に資する知見・課題が抽出される。 

成果 2 は部分的に達成した。中間レビュー調査時点までに 8 本の研究成果に関する論文、書籍が発

表された。その他の論文も国際学術誌への発表に向けて準備中である。他方、サンゴ礁の持続的維持

管理に関する方法論は開発されておらず、プロジェクト後半では社会実装に向けた具体的な計画の立

案が求められる。 

 

成果成果成果成果 3：：：：サンゴ礁島嶼生態系の保全サンゴ礁島嶼生態系の保全サンゴ礁島嶼生態系の保全サンゴ礁島嶼生態系の保全及び及び及び及び生物多様性と生態系サービスに対する住民の理解が広がる。生物多様性と生態系サービスに対する住民の理解が広がる。生物多様性と生態系サービスに対する住民の理解が広がる。生物多様性と生態系サービスに対する住民の理解が広がる。 

成果 3 は 2 つの指標ともに達成した。 

指標 3-a（プロジェクト活動に関する企画展示の実施）は達成された。プロジェクト開始後 2 年間

でポスターの作成及び PICRC 併設水族館の説明パネルがタッチパネルに改善され、来訪客の利便性

向上、プロジェクト活動の一般広報と活動内容の理解促進が実現した。 

指標 3-b（住民啓発を目的としたレクチャー・シリーズ及びワークショップの開催）は達成した。

住民啓発を目的としたセミナーがパラオで 3 回、日本で 1 回開催された。 

 

成果成果成果成果 4：サンゴ礁島嶼生態系の保全に必要な専門的技術・知見が共有され、人材が育成される：サンゴ礁島嶼生態系の保全に必要な専門的技術・知見が共有され、人材が育成される：サンゴ礁島嶼生態系の保全に必要な専門的技術・知見が共有され、人材が育成される：サンゴ礁島嶼生態系の保全に必要な専門的技術・知見が共有され、人材が育成される。。。。 

指標 4-a（PICRC スタッフによる分子生物学的実験・生理学的実験プロトコルの作成・公表）は達

成された。Fibox3 酸素計のマニュアルと実験プロトコル及び、水質計測プロトコルが PICRC と共有

された。 

指標 4-b（プロジェクト期間内に PICRC のスタッフが作成した論文が、査読付き国際学術誌に 1 件

以上受理される。）に関して、プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）によって設定された

論文受理という形では目標が達成しない。ただし、パラオの各州事務所、PICRC、PCC、PAN におい

て環境保全に従事する職員に対するトレーニングが実施された。これは PDM では設定されていない

が、人材育成に関連する成果であると評価される。 

 

成果成果成果成果 5：サンゴ礁島嶼生態系の保全：サンゴ礁島嶼生態系の保全：サンゴ礁島嶼生態系の保全：サンゴ礁島嶼生態系の保全に資する政策提言が行われるに資する政策提言が行われるに資する政策提言が行われるに資する政策提言が行われる。。。。 

指標 5-a、指標 5-b、指標 5-c ともに達成していない。目標達成に必要となる活動の多くがプロジェ

クト後半に予定されている。 

 

(3) プロジェクト目標の達成状況プロジェクト目標の達成状況プロジェクト目標の達成状況プロジェクト目標の達成状況 

【プロジェクト目標】【プロジェクト目標】【プロジェクト目標】【プロジェクト目標】パラオにおけるサンゴ礁島嶼生態系についての研究能力パラオにおけるサンゴ礁島嶼生態系についての研究能力パラオにおけるサンゴ礁島嶼生態系についての研究能力パラオにおけるサンゴ礁島嶼生態系についての研究能力及び及び及び及び持続的な維持管持続的な維持管持続的な維持管持続的な維持管

理能力が強化される。理能力が強化される。理能力が強化される。理能力が強化される。 

中間レビュー調査時点におけるプロジェクト目標の達成見込みは「中程度」と判断される。特に指

標 3（気候変動適応策のための総合的政策オプションの提案）に関連する活動が遅れている。 

指標 1（パラオ側による継続的なモニタリング実施）は達成されつつある。プロジェクトにより

PICRC の現行モニタリング・プロトコルに組み込むための新しいコンポーネントが設計された。プロ

ジェクトの後半では、新コンポーネントを現行モニタリング制度にどのように組込むかに関して

PICRC と議論を経て決定する予定である。 

指標 2（開発されたデータ/情報ベースの継続的に管理・公開）は一部達成した。データ/情報ベース

は部分的に完成したものの、WEB を通じた公開は実現していない。公開できない理由として、シス

テムの構築の遅れと研究論文の未発表が要因である。プロジェクト終了時までにデータ/情報ベースが

完成し、一般公開されることが期待される。 

指標 3（気候変動適応策として持続可能な総合的政策オプションの提案）は達成していない。プロ

ジェクトは総合的な政策オプションについての議論は行っているが、中間レビュー調査時点において

素案は完成していない。 
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(4) 上位目標の達成状況（見込み）上位目標の達成状況（見込み）上位目標の達成状況（見込み）上位目標の達成状況（見込み） 

【上位目標】【上位目標】【上位目標】【上位目標】本プロジェクトの成果が、パラオにおけるサンゴ礁島嶼生態系の維持管理に係る政策本プロジェクトの成果が、パラオにおけるサンゴ礁島嶼生態系の維持管理に係る政策本プロジェクトの成果が、パラオにおけるサンゴ礁島嶼生態系の維持管理に係る政策本プロジェクトの成果が、パラオにおけるサンゴ礁島嶼生態系の維持管理に係る政策

の立案・実施に活用される。の立案・実施に活用される。の立案・実施に活用される。の立案・実施に活用される。 

プロジェクトによる政策代案がパラオ政府の気候変動適応策として採択されるためには、プロジェ

クト後半の早い時期に的確なステークホルダー、関係組織を特定し、具体的な活動計画のもと実施に

向けて準備を開始することが求められる。なお、連携機関として PAN と連絡を取り合っていること

は確認できたものの、上位目標の達成見込みを判断することは時期尚早である。 

 

３－２３－２３－２３－２    評価結果の要約評価結果の要約評価結果の要約評価結果の要約 

(1) 妥当性：高い妥当性：高い妥当性：高い妥当性：高い 

【【【【パラオパラオパラオパラオ共和国政府の政策との整合】共和国政府の政策との整合】共和国政府の政策との整合】共和国政府の政策との整合】 

本プロジェクトは、文化・環境の保全をしつつ経済的自立を目指すパラオ政府の開発政策「国家開

発マスター計画 2020」に合致している。また、アジア開発銀行の支援を受けながら策定された国家中

期開発政策「中期開発計画（2009～2014 年）」とも合致しており、パラオ政府の開発政策との整合性

が高い。 

 

【日本政府の政策との整合】【日本政府の政策との整合】【日本政府の政策との整合】【日本政府の政策との整合】 

わが国の「対パラオ共和国 国別援助方針（2012 年）」には、「環境保全と気候変動のコントロール」

が重点分野の一つとして位置づけられている。そのためわが国は、パラオの持続的な経済成長の実現

に向け、サンゴ礁生態系の保全活動を支援している。 

 

【受益者ニーズとの整合】【受益者ニーズとの整合】【受益者ニーズとの整合】【受益者ニーズとの整合】 

パラオ政府は、海洋保護区（MPA）の効果的な運用と申請、指定に係るシステムの構築を目的とし

たPAN法を2003年に定めている。しかしながら、モニタリング手順の整備など、MPAをPAN に登録

する体制が整っていないことから、JICA はMPA のモニタリング能力向上を目的とした技術協力プロ

ジェクト｢サンゴ礁モニタリング能力向上プロジェクト｣を先行案件として実施してきた。先行案件の

成果を生かしつつ、地元主導でサンゴ礁の保全を推進する体制の確立を目指す本プロジェクトは、パ

ラオが主体的に取り組んでいる内容と合致している。 

 

(2) 有効性：中程度有効性：中程度有効性：中程度有効性：中程度 

中間レビュー調査時点では、成果の達成を測る指標において一定の達成度が確認された。他方、成

果 1 から成果 4 を集約し、プロジェクト目標達成に重要な位置づけである成果 5 の達成に必要な活動

は、プロジェクト後半における実施が計画されている。今後、プロジェクト目標達成に向けて活動を

加速させていく必要がある。 

 

【プロジェクト目標の達成見込み】【プロジェクト目標の達成見込み】【プロジェクト目標の達成見込み】【プロジェクト目標の達成見込み】 

中間レビュー調査時点における活動の実施状況、成果の達成状況並びにプロジェクトを取り巻く環

境を踏まえると、プロジェクト終了時までにプロジェクト目標の確実な達成を見込むことは難しい。

特に成果 5 とプロジェクト目標の指標達成度が十分ではない。 

 

【プロジェク【プロジェク【プロジェク【プロジェクト目標と成果の因果関係】ト目標と成果の因果関係】ト目標と成果の因果関係】ト目標と成果の因果関係】 

本プロジェクトでは、モニタリングに必要なデータシステムの整備［成果 1］、気候変動影響下にお

けるサンゴ礁生態系の維持管理に資する知見・課題の抽出［成果 2］、生物多様性と生態系サービスに

対する住民の理解向上［成果 3］、サンゴ礁生態系の保全に必要な人材育成［成果 4］を産出する。そ

してこれら 4 つの成果に基づきサンゴ礁島嶼生態系の保全に資する政策提言［成果 5］を産出し、プ

ロジェクト目標（サンゴ礁島嶼生態系に関する研究能力及び維持管理能力の強化）が達成されるとい

うデザインになっている。このことにより各成果からプロジェクト目標にいたる因果関係は十分にあ

ると言える。 

 

【外部条件】【外部条件】【外部条件】【外部条件】 

プロジェクト目標達成に 2 つの外部条件が設定されている。1 つは「気候変動に対するパラオ政府

の政策が大きく変更しない」、もう 1 つは「PICRC におけるサンゴ礁島嶼の生態系に関するモニタリ
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ング用データベース構築に必要な予算が確保される」である。両者とも現在までのところ大幅な変更

が生じる可能性は低く、外部条件は満たされると見込まれる。 

 

(3) 効率性：やや高い効率性：やや高い効率性：やや高い効率性：やや高い 

【成果の達成状況】【成果の達成状況】【成果の達成状況】【成果の達成状況】 

PICRC 研究員の任命と作業員の雇用はプロジェクトの進展に大きく貢献をしている。また、本プロ

ジェクトにより提供された機材は、質・量ともにおおむね適切であり、プロジェクトチームの管理の

もと、PICRC 及び PCC に保管、活用されている。なお、成果の達成を計測する指標のうち、全く達

成していないものは、プロジェクト後半での活動が予定されている。 

 

【【【【他事業との連携他事業との連携他事業との連携他事業との連携】】】】 

青年海外協力隊員との連携により、PICRC 併設の水族館における説明モニターにタッチパネルを設

置し、操作性の向上を実現させ来館者に喜ばれている。 

 

(4) インパクト：中程度インパクト：中程度インパクト：中程度インパクト：中程度 

【上位目標の達成見込み】【上位目標の達成見込み】【上位目標の達成見込み】【上位目標の達成見込み】 

上位目標の達成には、プロジェクト目標及び成果 5 の達成が不可欠であるが、中間レビュー調査時

点では達成されていない。プロジェクト後半の早い段階で自然科学グループと社会科学グループの統

合プロセスが明確化、共有化され、成果 5 及びプロジェクト目標が達成すれば、上位目標の達成見込

みが高まる。 

 

【環境教育の普及】【環境教育の普及】【環境教育の普及】【環境教育の普及】 

プロジェクト開始時点より中間レビュー時点までに、10 名以上の PCC の学生が本プロジェクトの

アシスタントとして参加してきた。これらの学生はプロジェクトを通じて習得した知識、技術を PCC

が主催するエクステンションコース等を通じ高校生に教えており、パラオにおける環境教育の普及に

正のインパクトを与えている。 

 

【人材開発】【人材開発】【人材開発】【人材開発】 

本プロジェクトは PICRC の各州事務所スタッフ、PCC スタッフ、更に PAN スタッフに対する、環

境保全に関する能力強化に貢献している。加えて、若い研究者に対して国際共同研究という貴重な機

会の提供に貢献している。  

 

(5) 持続性：やや高い持続性：やや高い持続性：やや高い持続性：やや高い 

政策面、組織面及び技術面における持続性は高いと判断される。他方、財政面に関しては、一層の

強化が求められる。 

 

【政策面】【政策面】【政策面】【政策面】 

本プロジェクトは長期開発計画である「パラオ開発計画 2020」に合致していることに加え、パラオ

は他の 4 カ国のミクロネシア諸国とともにミクロネシア・チャレンジを宣言しており、ミクロネシア・

チャレンジの実施を積極的に支持することを目的とした PAN 基金を設立している。そのため政策面

における持続性は高いと判断される。 

 

【組織面】【組織面】【組織面】【組織面】 

PICRC はパラオにおけるサンゴ礁研究機関として環境保全を使命としていること、また本プロジェ

クトに参加している研究者は PICRC 専属の研究者であることから、組織面における持続性は「高い」

と判断される。 

 

【財政面】【財政面】【財政面】【財政面】 

財務面の持続性は、「中程度」と判断される。2010 年の予算削減を受け、研究分野を含む PICRC ス

タッフの離職が発生したことがある。予算削減措置は 2013 年まで継続されたのち、2014 年に削減前

の水準に回復した。PICRC では政府予算以外の収入を増加させるべく収入の多様化にも着手してお

り、併設水族館への来訪客による入場料収益の増加、また外部研究者向けの有料宿舎の建設に着手し
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ている。現時点ではこれら収入の多様化政策は具体的な成果を上げていないものの、財務面の強化に

積極的に取り組んでいる。 

 

【技術面】【技術面】【技術面】【技術面】 

技術面の持続性は「やや高い」と判断される。C/P は本プロジェクトを通じて論理面、実務面にお

ける十分な知識をフィールド調査とラボにおける活動を通じて習得している。他方、観光、環境経済

を通じて、サンゴ礁生態系を保全するための社会科学の分野はパラオにとっては新しい分野であり、

プロジェクト期間中に調査分析手法を確立することが求められる。 

 

３－３３－３３－３３－３    効果発現に貢献した要因効果発現に貢献した要因効果発現に貢献した要因効果発現に貢献した要因 

(1) 計画内容に関すること計画内容に関すること計画内容に関すること計画内容に関すること 

特になし 

 

(2) 実施プロセスに関すること実施プロセスに関すること実施プロセスに関すること実施プロセスに関すること 

1) C/P ののののオーナーシップとコミットメントオーナーシップとコミットメントオーナーシップとコミットメントオーナーシップとコミットメント 

PICRC はプロジェクトの開始当初より強いコミットメントを表明してきた。そのため PICRC は本

プロジェクトに人員、予算を優先的に割り振っている。さらに、本プロジェクトを通じて得られた

知見を若い世代に普及していくために、PCC と積極的な連携も行っている。 

2) 月例会議による情報共有月例会議による情報共有月例会議による情報共有月例会議による情報共有 

PICRC 総務部と専門家の月例会議の実施により、プロジェクトの進捗状況の確認、今後の予定、

必要な対応について共有がなされ時間的猶予をもった準備が可能となり、プロジェクトの円滑な実

施に貢献した。 

 

３－４３－４３－４３－４    問題点及び問題を惹起した要因問題点及び問題を惹起した要因問題点及び問題を惹起した要因問題点及び問題を惹起した要因 

(1) 計画内容に関すること計画内容に関すること計画内容に関すること計画内容に関すること 

特になし 

 

(2) 実施プロセスに関すること実施プロセスに関すること実施プロセスに関すること実施プロセスに関すること 

1) 不明瞭な自不明瞭な自不明瞭な自不明瞭な自然科学部門と社会科学部門の統合プロセス然科学部門と社会科学部門の統合プロセス然科学部門と社会科学部門の統合プロセス然科学部門と社会科学部門の統合プロセス 

プロジェクト開始当初は社会科学分野を担当する研究者がアサインされなかった。このことによ

り社会科学部門の活動開始時期は自然分野の研究に比べて、実質 1 年程度遅れた。このため、自然

科学と社会科学の研究成果を統合していく方法論が中間レビューにおいても具体的に確立されてお

らず、プロジェクトの実施プロセスの阻害要因となった。 

 

３－３－３－３－５５５５    結論結論結論結論 

中間レビュー調査時点において完了していない活動があり、プロジェクト目標は達成していない。

これは活動計画（PO）に基づきプロジェクト後半に実施が予定されている活動も多いことによる。ま

た、プロジェクト目標の達成には自然科学分野と社会科学分野の統合プロセスが明確化されることが

求められる。各研究グループの研究成果をどのように統合し、社会実装を念頭に置いた政策提言を行

うための明確なプロセスがプロジェクトチーム内で明確に共有されれば、具体的な活動が開始されプ

ロジェクト目標の達成が見込まれる。 

他方、プロジェクトに対する PICRC の強いオーナーシップ、更にプロジェクトチームとの良好なコ

ミュニケーションは、プロジェクトの円滑な実施に大きく貢献している。 

 

３－５３－５３－５３－５    提言提言提言提言 

(1) 自然科学グループと社会科学グループ間の統合プロセスの確立自然科学グループと社会科学グループ間の統合プロセスの確立自然科学グループと社会科学グループ間の統合プロセスの確立自然科学グループと社会科学グループ間の統合プロセスの確立 

自然科学グループと社会科学グループとの統合に関する明確なプロセスを早急に確立するべきで

ある。 

(2) 自然科学グループ間における統合プロセスを確立する。自然科学グループ間における統合プロセスを確立する。自然科学グループ間における統合プロセスを確立する。自然科学グループ間における統合プロセスを確立する。 

提言(1)「自然科学グループと社会科学グループ間の統合」に加えて、自然科学グループ間において

も統合プロセスを確立すべきである。 
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(3)統合に向けたタスクフォース・チームを結成する。統合に向けたタスクフォース・チームを結成する。統合に向けたタスクフォース・チームを結成する。統合に向けたタスクフォース・チームを結成する。 

提言(1)及び提言(2)を実現するために、統合に向けたタスクフォース・チームを現行のチームとは

別に編成すべきである。 

(4)統合に向けたプロセスの可視化統合に向けたプロセスの可視化統合に向けたプロセスの可視化統合に向けたプロセスの可視化 

プロジェクト目標達成のために自然科学と社会科学の統合プロセスを議論し、最終化するために、

主任研究者はコンセプトとアイデアを可視化することが必要である。 

(5)PAN 国家戦略計画を含む政府計画へのプロジェクト研究成果の提案と組国家戦略計画を含む政府計画へのプロジェクト研究成果の提案と組国家戦略計画を含む政府計画へのプロジェクト研究成果の提案と組国家戦略計画を含む政府計画へのプロジェクト研究成果の提案と組みみみみ込み込み込み込み 

プロジェクト目標の 1 つとして、関係国家機関への政策提言作成及び提案がある。そのため、プロ

ジェクトは提言作成から提出までの具体的なスケジュールを計画する必要がある。そして実現には、

重要ステークホルダーとの綿密な調整が非常に重要となってくる。更に、ステークホルダーとプロジ

ェクトの橋渡しの役目を担う人物の任命が重要である。 

(6)陸域と海域の関連性にかかる研究についての説明陸域と海域の関連性にかかる研究についての説明陸域と海域の関連性にかかる研究についての説明陸域と海域の関連性にかかる研究についての説明 

当初計画には「陸域と海域の関連性」が明記されている。しかしながら、中間レビュー調査時点ま

でにおいては、当該テーマに関しては報告がなされていない。プロジェクトチームには当該テーマに

関する取り扱いについて説明を行うべきである。 
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